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１．検討概要 1

地域の現況 意識・期待（都民アンケート調査・
学識等ヒアリング調査）

地域の課題

自動運転の活用の方向性

地域での活用イメージ

地域特性の分析

自動運転技術の
活用方法の検討

今後の展開 今後の課題 ロードマップ

取組事例の調査

関係機関と連携した実証実験

※オレンジ部は今回の検討会における主な検討事項

将来の交通計画

道路空間や都市づく
りへの影響 道路空間や都市構造の在り方等



２．地域区分 2

〇地域特性等を踏まえた新たな４つの地域区分として、「中枢広域拠点域」「新都市
生活創造域」「多摩広域拠点域」「自然環境共生域」を設定

〇4つの地域ごとに、地域特性、課題、活用方針を整理

＜４つの地域区分（２つのゾーンを含む）＞

※おおむね環状
７号線の内側

※おおむね環状７号線から西側・
ＪＲ武蔵野線、東側・都県堺まで

※おおむね西側・圏央道、
東側・ＪＲ武蔵野線まで

※おおむね西側・都県堺、
東側・圏央道までと島しょ

出典）東京都都市整備局『都市づくりのグランドデザイン－東京の未来を創ろう－』（平成29年）



３．車両別の活用の方向性 3

車両 特徴 地区 都内での活用の方向性

小型バス

(循環)

6-10人

程度

低速

中心市街地

・駅周辺の速度制限エリアや駅と周辺施

設間を結ぶ交通手段

・比較的広い敷地内での交通手段

中山間地域
・中山間地域の拠点(鉄道駅、道の駅)と

主要施設や集落を結ぶ交通手段

小型・中型

バス
20人

程度

中速

中心市街地
・駅間や駅周辺の商店街、居住地を結ぶ

交通手段

郊外

住宅団地

・郊外の交通結節点（バスターミナル等）

と施設又は各施設間を結ぶ交通手段

大型・普通

バス
50人

以上

中速

中心市街地

幹線道路

（拠点間）

・都市部の駅間と住宅団地や各施設を結

ぶ交通手段

連節バス
100人

以上

中～高速

中心市街地

主要幹線道

路（拠点間）

・鉄道駅間、鉄道駅と商業施設・郊外住

宅団地等を結び鉄道を補完・代替する

交通手段

小型

モビリティ

1～2人

低～中速

中心市街地

駅周辺地区

・公共交通のサービスレベルが低い鉄道

駅間を結ぶ交通手段(シェアリング等)

・駅周辺を移動する交通手段

観光地域 ・観光地域内で周遊する交通手段

車両 特徴 地区 都内での活用の方向性

カート

4-7人

程度

低速

郊外

住宅団地

・郊外住宅団地内と幹線交通の結節点

（バス停等）を結ぶ交通手段

中山間地域
・地域の拠点（鉄道駅、道の駅等）と施設

や集落を結ぶ交通手段

観光地域 ・観光地域内を周遊する交通手段

タクシー

1-10人

中～高速

中心市街地

・鉄道駅から任意の目的地に移動する交

通手段

・任意の場所から目的地を移動する交通

手段

中山間地域
・中山間地域の拠点(鉄道駅、道の駅)と

主要施設や集落を結ぶ交通手段

自家用車 4-10人

中～高速
全地域

・自宅と任意の目的地等を移動する交通

手段

大型トラック
積載量大

中～高速

広域地域

広域幹線

道路

・高速道路IC付近にある広域物流拠点

間を結ぶ輸送手段（高速道路上での

隊列走行）

中型トラック 積載量中

中速

郊外地域

幹線道路

・広域物流拠点から都市内集配拠点ま

での輸送手段

小型トラック 積載量小

中速
都心部

・都市内集配拠点から地区配送の荷捌

き施設までの輸送手段

宅配ロボ 積載量小

低速
都心部

・中心市街地の業務集積地の地区内配

送先までの輸送手段

宅配ロボ
（乗用車） 積載量小

低速

郊外地域
・郊外住宅団地の地区内配送先までの

輸送手段

中山間地域 ・集配拠点から宅配先までの輸送手段

※「車両」欄の写真は著作権により非公表



目的 地域の交通課題 自動運転の活用の方向性

通勤・
通学

○公共交通の利便性向上に向けて、自宅から公共交通への
アクセス性、鉄道駅での乗換利便性の向上が必要

○大規模開発に伴い新たに発生する交通需要への対応が
必要

i. 自宅からバス停や鉄道駅まで気軽に乗れ、乗換えが容易な交
通手段

ii.将来開発予定の臨海部における住宅団地のバス停と都心方
面を結ぶ交通手段

業務
○拠点駅周辺の業務地区内において、いつでもスムーズに
移動できる交通手段の導入による良質なビジネス環境の
形成が必要

i. 主要な鉄道駅付近の業務地区内をスムーズに移動可能です
ぐに利用可能な交通手段

買物
○拠点駅周辺の商業地区内の回遊性の向上や移動の快適
性を図り、地域の一層のにぎわい創出が必要

i. 主要な鉄道駅周辺の商業地区へ集中する来訪者の回遊性を
高め、賑わいを創出するための交通手段

医療・
福祉

○通院時の負担を軽減し、容易に医療施設にアクセスできる
交通環境の形成が必要

i. 自宅から医療・福祉施設へアクセスするための交通手段

観光

○外国人旅行者等の移動における空港から都心部までの快
適・速達性の確保（スムーズ、手荷物無しでの移動等）が
必要

○旅行者が、商業地区内や観光施設の移動時に迷わず、自
由に移動できる交通手段の導入が必要

i. 外国人旅行者等が空港から都心部まで快適、速達に移動す
るための交通手段

ii.主要な鉄道駅周辺で観光施設等を迷わず自由に回遊すること
ができ事前に予約可能な交通手段

物流

○運転手・労働者不足に対応し、港湾・高速道路付近の物流
拠点から都市内の集配送拠点への輸送の効率化が必要

○運転手・労働者不足に対応し、集配送拠点から地区配送
の荷捌き施設までの輸送、荷捌き施設から各事業所等へ
の配送の効率化が必要

i. 港湾・高速道路付近の物流拠点から都市内の集配送拠点へ
の輸送手段

ii.集配送拠点から地区配送の荷捌き施設までの輸送手段、荷
捌き施設から各事業所等に配送するための輸送手段

＜中枢広域拠点域における自動運転の活用の方向性＞

４．交通課題と活用の方向性 4-1 中枢広域拠点域 （１）活用の方向性① 4



4-1中枢広域拠点域 （１）活用の方向性② 5

ⅰ：医療・福祉

自宅から医療・福祉施設へアクセスする
ための交通手段

小型バス（循環）、タクシー、
小型モビリティ

ⅰ：買物

主要な鉄道駅周辺の商
業地区へ集中する来訪
者の回遊性を高め、賑
わいを創出するための
交通手段

小型バス(循環)、
タクシー、
小型モビリティ

ⅰ：通勤・通学

自宅からバス停や鉄道
駅まで気軽に乗れ、乗
換えが容易な交通手段

小型バス、
小型モビリティ

ⅱ：観光

主要な鉄道駅周辺で
観光施設等を迷わず
自由に回遊すること
ができ事前に予約可
能な交通手段

小型バス(循環)、
小型モビリティ

ⅱ：物流

集配送拠点から地区
配送の荷捌き施設ま
での輸送手段、荷捌
き施設から各事業所
等に配送するための
輸送手段

小型トラック、
宅配ロボット(ミニ)

ⅰ：業務

主要な鉄道駅付近の
業務地区内をスムー
ズに移動可能ですぐ
に利用可能な交通手
段

タクシー、
小型モビリティ、
小型バス(循環)

ⅰ：物流

港湾・高速道路付近の物流拠点から都市
内の集配送拠点への輸送手段

中型トラック

ⅰ：観光

外国人旅行者等が空港
から都心部まで快適、
速達に移動するための
交通手段

連接バス、大型バス

連接バス、大型バス

将来開発予定の臨海部
における住宅団地のバ
ス停と都心方面を結ぶ
交通手段

ⅱ：通勤・通学



4-1 中枢広域拠点域 （２）概況（夜間人口の変化）

〇将来の人口は、 2015年から2040年にかけて１割程度増加し、他地域と比較して、高齢者
（65歳以上）が増加する割合は小さい

〇人口分布は、中心部（港区、中央区等）、南部（品川区等）、北・東部（文京区、台東区、江
東区等）で増加する地区が多い

■将来の夜間人口

新宿区

文京区
台東区

墨田区中野区

杉並区

豊島区

北区

荒川区

板橋区

練馬区

足立区

葛飾区

江戸川区

千代田区

中央区

港区

江東区

世田谷区

渋谷区

品川区

目黒区

大田区

西東京市

武蔵野市

三鷹市

調布市

狛江市

東久留米市

清瀬市

■夜間人口分布の変化（2015年から2040年の増減）

367 382 393 401 407 410

721 730 733 734 732 726

237 236 233 229 224 218

27 26 25 24 23 22
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2015年
（平成27年）

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

（万人）

中枢広域拠点域 新都市生活創造域 多摩広域拠点域 自然環境共生域

＜夜間人口の推移＞

10.2%

10.3%

11.5%

10.5%

12.3%

10.2%

12.1%

9.9%

69.2%

65.2%

65.8%

60.0%

62.9%

54.8%

58.3%

49.9%

20.7%

24.5%

22.8%

29.5%

24.8%

35.0%

29.6%

40.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2015年

2040年

2015年
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中
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域
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境

共
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15歳未満 15～64歳 65歳以上

※500mメッシュ単位で表示
資料）国土交通省『国土数値情報』 （平成22年度、平成30年度） 、

国立社会保障人口問題研究所『日本の地域別将来推計
人口』（平成30年推計）より作成資料）国立社会保障人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口』（平成30年推計）より作成

：-1,000人/メッシュ

：-999～-500人/メッシュ
：500～999人/メッシュ
：1,000人/メッシュ～
：鉄道

1割程度増加

＜地域別の年齢構成比の推移＞

6



港区

江東区

大田区

品川区品川区

港区

江東区

清瀬市

板橋区

北区

葛飾区

東村山市

東久留米市

東大和市

西東京市

荒川区

江戸川区

小平市

豊島区

立川市
墨田区

文京区

中野区

台東区

杉並区

新宿区

国分寺市
武蔵野市

小金井市

三鷹市
千代田区国立市

府中市 中央区
渋谷区

日野市

調布市

世田谷区

目黒区多摩市
稲城市

狛江市

町田市町田市

狛江市
稲城市

多摩市 目黒区

世田谷区

調布市

日野市

渋谷区
中央区府中市

国立市 千代田区
三鷹市

足立区

小金井市

八王子市

武蔵野市
国分寺市

新宿区

杉並区

台東区

中野区

文京区

墨田区
立川市

豊島区

小平市

江戸川区

荒川区

西東京市

東大和市

東久留米市

練馬区

東村山市

葛飾区

北区

板橋区

清瀬市
足立区

4-1 中枢広域拠点域 （３）通勤・通学①（通勤の流動と交通手段） 7

〇通勤目的の流動は、地域内移動のほか、新都市生活創造域（杉並区、世田谷区、大田
区、江戸川区等）との移動が４割以上と多い

〇鉄道駅端末の交通手段は、東部（荒川区、墨田区、江東区等）における「バス」の割合
が比較的高い

：10,000～19,999トリップ
：20,000～29,999トリップ
：30,000トリップ～
：鉄道

■通勤目的の市区町村間流動（全交通手段）

97.0%

98.0%

96.0%

96.0%

97.0%

96.0%

91.0%

92.0%

96.0%

93.0%

94.0%

95.0%

94.0%

88.0%

96.0%

1.0%

0.0%

2.0%

1.0%

0.0%

1.0%

5.0%

5.0%

2.0%

3.0%

3.0%

2.0%

3.0%

8.0%

2.0%

80% 85% 90% 95% 100%

千代田区

中央区

港区

新宿区

文京区

台東区

墨田区

江東区

品川区

目黒区

渋谷区

中野区

豊島区

荒川区

地域計

徒歩 自転車 二輪車 バス 自動車
レンタカー タクシー その他 不明

■通勤・通学目的の鉄道端末交通手段分担率
（鉄道駅へのアクセス）

12% 32% 42% 8% 6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
内々（同一市区内々） 中枢⇔中枢 中枢⇔新都市（中枢に隣接） 中枢⇔新都市（その他） その他

■中枢広域拠点域への通勤トリップのOD内訳

※10,000トリップ以上の発着地ペアを表示
※都内を発着する通勤者の移動を対象

資料）『東京都市圏パーソントリップ調査』（平成30年度）、
国土交通省『国土数値情報』（平成30年度）より作成

資料）『東京都市圏パーソントリップ調査』（平成30年度）より作成

＜通勤目的における地域間移動の割合＞



4-1 中枢広域拠点域 （３）通勤・通学②（臨海部の将来動向） 8

〇臨海部（会場跡地等）は、東京2020大会後に大規模な住宅等の開発が予定され、将来
的に人口が10万人以上の増加見込み

〇これに合わせ、都心部と臨海部を結ぶBRTの運行を予定

■東京BRT運行ルート■臨海部の開発地区と将来人口の予測

10万人以上増加

出典）東京都、中央区、港区、江東区『東京都臨海部地域公共交通網形成計画』（平成28年6月）

出典）東京都、中央区、港区、江東区『東京都臨海
部地域公共交通網形成計画』（平成28年6月）



港区

江東区

大田区

品川区品川区

港区

江東区

清瀬市

板橋区

北区

葛飾区

瑞穂町

日の出町 東村山市
羽村市

檜原村

あきる野市

武蔵村山市 東久留米市
東大和市

西東京市
荒川区

福生市

江戸川区

小平市
豊島区

立川市
墨田区

文京区

中野区
台東区

杉並区
新宿区

昭島市
国分寺市

武蔵野市

小金井市

三鷹市
千代田区国立市

府中市 中央区渋谷区
日野市

調布市

世田谷区

目黒区多摩市 稲城市 狛江市

町田市町田市

奥多摩町

狛江市稲城市多摩市 目黒区

世田谷区

青梅市

調布市

日野市
渋谷区 中央区府中市

国立市 千代田区
三鷹市

足立区

小金井市

八王子市

武蔵野市
国分寺市

昭島市

新宿区
杉並区

台東区
中野区

文京区
墨田区

立川市

豊島区
小平市

江戸川区

福生市
荒川区

西東京市

東大和市
東久留米市武蔵村山市

あきる野市

檜原村

練馬区

羽村市
東村山市日の出町

瑞穂町

葛飾区

北区

板橋区

清瀬市
足立区

青梅市

奥多摩町

新宿駅

東京駅

品川駅

渋谷駅

池袋駅

4-1 中枢広域拠点域 （４）業務①（従業人口の分布状況と交通手段） 9

〇従業人口は、他地域と比較して多く、業務機能が広く分布。特に主要鉄道駅（東京駅、
新宿駅、渋谷駅、品川駅、池袋駅等）周辺で多い

〇交通手段は、主要鉄道駅がある地区（千代田区、中央区、港区、新宿区、品川区、豊島
区等）で「鉄道」の割合が高い

※500mメッシュ単位で表示
※1,000人/メッシュ以上を表示

67%

61%

66%

63%

56%

54%

36%

42%

63%

49%

56%

42%

62%

49%

59%

1%

1%

1%

2%

2%

0%

3%

2%

1%

3%

3%

5%

1%

2%

2%

18%

24%

20%

22%

30%

32%

45%

41%

27%

27%

25%

31%

21%

37%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

千代田区

中央区

港区

新宿区

文京区

台東区

墨田区

江東区

品川区

目黒区

渋谷区

中野区

豊島区

荒川区

地域計

鉄道 バス 自動車 二輪車

自転車 徒歩 その他 不明

■従業人口の分布

資料）『東京都市圏パーソントリップ調査』
（平成30年度）より作成

資料）国土交通省『国土数値情報』（平成22年度、平成30年度）、
経済産業省『経済センサス』（平成28年度）より作成

：1,000～9,999人/メッシュ

：10,000～19,999人/メッシュ
：20,000人/メッシュ～ ～
：鉄道

■業務目的の代表交通手段分担率
（発生集中交通量）



港区

江東区

大田区

品川区品川区

港区

江東区

清瀬市

板橋区

北区

葛飾区

瑞穂町

日の出町 東村山市

羽村市

あきる野市

武蔵村山市 東久留米市
東大和市

西東京市

荒川区
福生市

江戸川区

小平市

豊島区

立川市
墨田区

文京区

中野区

台東区

杉並区

新宿区

昭島市
国分寺市

武蔵野市

小金井市

三鷹市
千代田区国立市

府中市 中央区
渋谷区

日野市

調布市

世田谷区

目黒区多摩市
稲城市

狛江市

町田市町田市

狛江市
稲城市

多摩市 目黒区

世田谷区

青梅市

調布市

日野市

渋谷区
中央区府中市

国立市 千代田区
三鷹市

足立区

小金井市

八王子市

武蔵野市
国分寺市

昭島市

新宿区

杉並区

台東区

中野区

文京区

墨田区
立川市

豊島区

小平市

江戸川区

福生市
荒川区

西東京市

東大和市
東久留米市武蔵村山市

あきる野市

練馬区

羽村市

東村山市日の出町

瑞穂町

葛飾区

北区

板橋区

清瀬市
足立区

青梅市

3.8%

1.9%

7.7%

13.5%

11.5%

11.5%

32.7%

38.5%

36.5%

25.0%

25.0%

23.1%

11.5%

11.5%

7.7%

13.5%

11.5%

13.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①自社⇔取引先

②取引先⇔取引先

③鉄道駅⇔取引先

地域循環バス 路線バス タクシー(乗用車) タクシー(1～2人乗り) 自家用車 特にない

（n=52）

（n=52）

（n=52）

4-1 中枢広域拠点域 （４）業務②（道路混雑状況と自動運転の利用意向） 10

〇道路の混雑度は、主要幹線道路等で高い区間（1.25以上）が多い
〇自動運転の利用意向は、「タクシー」の割合が高く、求めるサービスは、「一括予約・決
済できるサービス」や「料金・時間が事前にわかるサービス」が多い

■業務目的における自動運転の利用意向■道路の混雑度

資料）東京都都市整備局『自動運転意識調査』（令和元年度）

：1.0未満
：1.0～1.25未満
：1.25～1.75未満
：1.75以上

資料）国土交通省『国土数値情報』（平成30年度）、
国土交通省『道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査』（平成27年度）より作成

＜車両＞

30

26

11

2

3

0 10 20 30 40

出発地～到着地までルートを検索
し、一括予約・決済できるサービス

タクシーの利用料金・時間が事前
にわかるサービス

タクシーの乗降場所がわかるサー
ビス

どこでも発送できる荷物の配送
サービス

その他

回答数
出発地～到着地までルート
を検索し、一括予約・決済で
きるサービス

タクシーの利用料金・時間
が事前にわかるサービス

タクシーの乗降場所がわか
るサービス

どこでも発送できる荷物の
配送サービス

その他

＜タクシーのサービス＞

※場所：東京駅、対象：業務目的の移動者



4-1 中枢広域拠点域 （５）買物（商業集積の分布状況と交通手段） 11

〇商業集積は、主要鉄道駅（東京駅、新宿駅、渋谷駅、池袋駅等）を中心に多い
〇鉄道駅端末の交通手段は、一部の地区（江東区、荒川区、墨田区、渋谷区等） では
「バス」の割合が比較的高い

港区

江東区

大田区

品川区品川区

港区

江東区

清瀬市

板橋区

北区

葛飾区

瑞穂町

日の出町 東村山市
羽村市

檜原村

あきる野市

武蔵村山市 東久留米市
東大和市

西東京市
荒川区

福生市

江戸川区

小平市
豊島区

立川市
墨田区

文京区

中野区
台東区

杉並区
新宿区

昭島市 国分寺市
武蔵野市

小金井市

三鷹市 千代田区国立市

府中市 中央区渋谷区
日野市

調布市

世田谷区

目黒区多摩市
稲城市 狛江市

町田市町田市

奥多摩町

狛江市稲城市多摩市 目黒区

世田谷区

青梅市

調布市

日野市
渋谷区 中央区府中市

国立市 千代田区三鷹市

足立区

小金井市

八王子市

武蔵野市国分寺市
昭島市

新宿区
杉並区

台東区
中野区

文京区
墨田区

立川市

豊島区
小平市

江戸川区

福生市
荒川区

西東京市

東大和市
東久留米市武蔵村山市

あきる野市

檜原村

練馬区

羽村市
東村山市日の出町

瑞穂町

葛飾区

北区

板橋区

清瀬市
足立区

青梅市

奥多摩町

新宿駅

東京駅

渋谷駅

池袋駅

■小売業の販売額（年間）

※500mメッシュ単位で表示
※100千万円/メッシュ以上を表示

96%

96%

96%

96%

96%

94%

87%

91%

95%

94%

93%

94%

95%

87%

95%

1%

1%

1%

1%

1%

3%

4%

5%

3%

3%

4%

3%

2%

5%

2%

80% 85% 90% 95% 100%

千代田区

中央区

港区

新宿区

文京区

台東区

墨田区

江東区

品川区

目黒区

渋谷区

中野区

豊島区

荒川区

地域計

徒歩 自転車 二輪車 バス 自動車

レンタカー タクシー その他 不明

■買物目的の鉄道端末交通手段分担率
（鉄道駅へのアクセス）

資料）『東京都市圏パーソントリップ調査』（平成30年度）より作成

資料）国土交通省『国土数値情報』（平成22年度、平成30年度）、
経済産業省『商業統計』（平成26年度）より作成

：100～299千万円/メッシュ
：300～499千万円/メッシュ
：500千万円/メッシュ～
：鉄道



4-1 中枢広域拠点域 （６）医療・福祉（医療施設の立地状況と交通手段） 12

〇医療施設は、概ね鉄道圏域内に立地
〇交通手段は、主要鉄道駅（東京駅、品川駅、渋谷駅等）がある地区（千代田区、中央区、
港区、渋谷区等）では「鉄道」の割合が高く、一部の地区（文京区、墨田区、江東区、中
野区等） では「バス」や「自動車」が高い

■医療施設の立地と鉄道圏域

71%

49%

58%

42%

44%

40%

26%

19%

35%

27%

52%

23%

29%

22%

2%

3%

4%

6%

6%

9%

14%

18%

3%

11%

8%

16%

4%

5%

9%

8%

10%

9%

13%

8%

7%

13%

9%

11%

6%

11%

4%

6%

1%

6%

3%

11%

6%

14%

13%

16%

11%

8%

7%

18%

13%

22%

19%

34%

24%

31%

29%

30%

33%

31%

41%

42%

25%

32%

49%

43%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

千代田区

中央区

港区

新宿区

文京区

台東区

墨田区

江東区

品川区

目黒区

渋谷区

中野区

豊島区

荒川区

鉄道 バス 自動車 二輪車 自転車 徒歩 その他 不明

資料）『東京都市圏パーソントリップ調査』
（平成30年度）より作成資料）国土交通省『国土数値情報』 （平成30年度）より作成

■通院目的の代表交通手段分担率（発生交通量）



4-1 中枢広域拠点域 （７）観光①（観光施設の立地状況と訪問場所） 13

〇訪日外国人の都内訪問場所は、大部分が中枢広域拠点域内で、「新宿・大久保」「銀
座」「浅草」「渋谷」「秋葉原」が多い

〇観光施設は、主要鉄道駅（東京駅、新宿駅、上野駅、池袋駅、渋谷駅等）周辺に多い

■観光施設の立地状況■訪日外国人の都内訪問場所

池袋駅

新宿駅

渋谷駅
東京駅

上野駅

有楽町駅

※調査対象：日本を出国する訪日外国人を調査対象（ただし、1 年以上の滞在者等
日本に居住している人、日本に入国しないトランジット客、日本人の配偶
者のほか、14 歳以下の回答を除く）

出典）東京都『国別外国人旅行者行動特性調査報告書』（平成29年）

※年間50万人以上の施設を表示

資料）東京都『観光客数実態調査』（平成30年）、
国土交通省『国土数値情報』（平成30年度）より作成



18

13

5

6

13

5

0 5 10 15 20

バスが他の自動車より優先され、
時刻表通りに運行されるサービス

バスの現在地や接近情報が分か
るサービス

出発地～到着地までルートを検索
し、一括予約・決済できるサービス

乗降バス停やバス路線の情報が
簡単にわかるサービス

本数が多く経路を拡大したバス運
行サービス

その他

回答数

4-1 中枢広域拠点域 （７）観光②（自動運転の利用意向） 14

〇空港と都心の移動は、「バス」のニーズが高く、求めるサービスは「時刻通りの運行」「バ
スの現在地や接近情報」「運行本数の多さ・経路の拡大」の意見が多い

〇観光地間の移動は、「タクシー」や「自家用車」のニーズが高く、求めるサービスは、タク
シーが「事前の料金・時間」、自家用車が「渋滞・事故等の情報提供」「駐車場の位置・
満空情報や案内・誘導」の意見が多い

＜バスのサービス（空港⇔都心部）＞

60%

8%

10%

16%

4%

20%

4%

18%

6%

2%

4%

20%

13%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①空港⇔都心部

②観光地⇔観光地

連節快速バス 地域循環バス 路線バス タクシー(乗用車)

タクシー(1～2人乗り) 自家用車 特にない

（n=52）

（n=52）

10

10

8

4

0 5 10 15

渋滞・事故等の交通情報の提供
や最短経路を案内・誘導するサー

ビス

目的地付近の駐車場の位置や満
空等を情報提供し、最適な駐車場

を案内・誘導するサービス

公共交通へスムーズに乗り換える
ため、駐車場や乗り場を案内してく

れるサービス

観光施設情報を提供し、最適な場
所に案内・誘導するサービス

回答数

＜自家用車のサービス（観光地⇔観光地）＞

＜タクシーのサービス（観光地⇔観光地）＞■観光目的における自動運転の利用意向

＜車両＞

バスが他の自動車より優先され、時
刻表通りに運行されるサービス

バスの現在地や接近情報が分かる
サービス

出発地～到着地までルートを検索し、
一括予約・決済できるサービス

乗降バス停やバス路線の情報が簡
単にわかるサービス

本数が多く経路を拡大したバス運行
サービス

その他

渋滞・事故等の交通情報の提供や
最短経路を案内・誘導するサービス

目的地付近の駐車場の位置や満空
等を情報提供し、最適な駐車場を案
内・誘導するサービス

公共交通へスムーズに乗り換えるた
め、駐車場や乗り場を案内してくれる
サービス

観光施設情報を提供し、最適な場所
に案内・誘導するサービス

7

10

4

5

0 5 10 15

出発地～到着地までルートを検索
し、一括予約・決済できるサービス

タクシーの利用料金・時間が事前
にわかるサービス

タクシーの乗降場所がわかるサー
ビス

その他

回答数

出発地～到着地までルートを検索し、
一括予約・決済できるサービス

タクシーの利用料金・時間が事前に
わかるサービス

タクシーの乗降場所がわかるサービ
ス

その他

資料）東京都都市整備局『自動運転意識調査』（令和元年度）

※場所：羽田空港・お台場、対象：観光目的の移動者



4-1 中枢広域拠点域 （８）物流（物流施設の立地状況と大型車交通状況） 15

〇大規模な物流施設は、高速道路や一般国道等の幹線道路沿いや臨海部に多く立地
〇大型車の混入率は、臨海部の高速道路や幹線道路で多い（20%以上）

■大型車の走行状況（大型車混入率）■大規模物流施設※の立地状況

：～10％
：10～19％
：20～29％
：30％以上

出典）第5回東京都市圏物資流動調査（事業所機能調査）

資料）国土交通省『道路街路交通情勢調査 一般交通量調査』（平成27年度）より作成
※延床面積3,000㎡以上の物流施設を大規模物流施設と定義



4-1 中枢広域拠点域 （９）地域特性と課題 16

目的 地域特性 地域の交通課題

通勤・
通学

○交通体系として、鉄道を中心とした公共交通基盤の整備が進展
○鉄道駅へアクセスするためのバス利用も一定数存在

○公共交通の利便性向上に向けて、自宅から公共交
通へのアクセス性、鉄道駅での乗継利便性の向上
が必要

○東京2020大会後に開発される臨海部住宅団地等の大規模開発が
予定され、鉄道の新駅・新線等の整備も推進

○大規模開発に伴い新たに発生する交通需要への対
応が必要

業務

○複数の鉄道路線が接続するターミナル駅を中心に業務機能が広
範囲に集積

○幹線道路を中心に混雑する道路も多い
○都心地区は、国際ビジネスゾーンとしての発展が期待

○拠点駅周辺の業務地区内において、いつでもスムー
ズに移動できる交通手段の導入による良質なビジネ
ス環境の形成が必要

買物
○ターミナル駅を中心に商業施設が広範に集積
○幹線道路を中心に混雑する道路も多い

○拠点駅周辺の商業地区内の回遊性の向上や移動の
快適性を図り、地域の一層のにぎわい創出が必要

医療・
福祉

○バス、自動車等による医療施設へのアクセスも多く、通院時の移
動負担も考えられる

○通院時の負担を軽減し、容易に医療施設にアクセス
できる交通環境の形成が必要

観光

○外国人旅行者が増加、羽田空港から都心部まではバスのニーズ
が高く、定時性確保や運行情報に関するサービスの要望も多い

○観光施設間の移動は、自由に移動できるタクシーや自家用車の
ニーズが高く、交通渋滞・事故や駐車場情報等へのニーズも多い

○外国人旅行者等の移動における空港から都心部ま
での快適・速達性の確保（スムーズ、手荷物無しで
の移動等）が必要

○旅行者が、商業地区内や観光施設の移動時に迷わ
ず、自由に移動できる交通手段の導入が必要

物流

○宅配便等が増加する一方、物流業界における運転手・労働者が
不足

○地区内の主な輸送・配送として、港湾付近の高速道路付近の物流
拠点から都市内の集配送拠点への輸送、集配送拠点から地区配
送の荷捌き施設までの輸送、荷捌き施設から各事業所等への配
送の需要が高い

○運転手・労働者不足に対応し、港湾・高速道路付近
の物流拠点から都市内の集配送拠点への輸送の効
率化が必要

○運転手・労働者不足に対応し、集配送拠点から地区
配送の荷捌き施設までの輸送、荷捌き施設から各
事業所等への配送の効率化が必要

＜中枢広域拠点域の地域特性と交通課題＞




